


　山口県産業技術センターは、時々刻々と変化する

企業ニーズに迅速かつ的確に対応し、もって県内産

業の振興に寄与できるよう、県から独立し、自律的で

柔軟な運営が可能となる地方独立行政法人に移行し、

2年 が経とうとしています。

　この2年間 を振り返りますと、いわゆるリーマンショックに端を発した

「100年 に1度 とも言われる世界同時不況」、ドン底からの回復に打撃を

与える円高の進行、ＢＲＩＣｓやＮＩＥｓといった新興工業経済地域との国際競

争の激化等、本県のものづくり産業をとりまく環境は、年々厳しさを増して

きているように感じております。

　そうした中、私共といたしましては、県内企業の皆様がそうした厳しい環

境に打ち勝ち、明るい未来を切り拓いていけるよう、当法人の強みである「企

業との強い絆」や「FACE TO　FACE 」のコミュニケーション、長年に渡っ

て蓄積してきた技術・ノウハウを基盤に、法人化に当たって掲げた３つの重

点項目（㈰県内企業が直面する課題への技術支援の強化、㈪県内企業の持

続的発展に寄与する研究開発の推進、㈫県内企業の新たな事業展開に向

けた産学公連携の推進）に沿って、企業の皆様を支援する取組を精力的に

進めてきたところであります。

　加えて、平成22年度 におきましては、こうした取組と平行して、県内もの

づくり産業の更なる発展に向け、「今後行うべき技術支援や研究開発の方

向性」についても鋭意検討を進め、このたび、その結果を、本書として取り

まとめました。

　本書は、今後当法人が行う取組についての方向性や工程を分かりやすく

お示しすることで、当法人の取組について県内企業の皆様からの一層の理

解を頂けるように、また、互いに協力しあいながら種々の取組を加速化して

いけるようにとの願いを込めて策定したものであり、その内容は、当法人が

目指す4 つの技術戦略とその戦略を遂行するための具体的方策、そして、

技術戦略の中核となる重点技術とそのロードマップを表したものです。

　県民の皆様には、ぜひ、本書をご一読いただきますとともに、当法人の今

後の取組に対し、一層のご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　平成23年(2011年)3月

　　　　　　　　　　　　地方独立行政法人山口県産業技術センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長 山田 隆裕
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